
 
二松學舍大学私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

           シンポジウム in Paris 
 

                 日 時： 2017年 2月 11日（土） 13：30～17：00  
                 会 場： パリ第7大学 グラン・ムーラン C棟 4階 479号 
                         （Université Paris Diderot, Grands Moulins, Aile C, 4ème étage, salle 479C） 

 

 

参加無料・当日受付  

問い合わせ先：二松學舍大学 東アジア学術総合研究所 
TEL:03-3261-3535  FAX:03-3261-3536  E-mail:kiban@nishogakusha-u.ac.jp 

～開催趣旨～ 
 １９-２０世紀における東アジアの近代化過程において、伝統的な学知がどのような役割を果たしたのかという問題は議論されて久しい
が、我々は今なお様々な問題を抱えている。日本国内の人文系領域の研究状況において、近代と前近代の断絶は解消されていない。
他方、グローバリゼーションや情報化社会の進展とともに、ローカルな情報発信が活発化することによって新たな研究動向が生まれてお
り、また中国・韓国・日本など東アジア各地で伝統学知の再評価の動きもある。 
 「漢学」（漢文による学び）をキーワードにして、現状と今後の展望を見据えながら、東アジア諸地域の近代化の問題を討議する。 
 


